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会長方針 仲間を増やし未来への架け橋に
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◆四つのテスト◆

１ 真実かどうか

２ みんなに公平か

３ 好意と友情を深めるか

４ みんなのためになるかどうか

DISTRICT 2500 JAPAN THE ROTARY CLUB OG OBIHIRO SOUTH
Weekly Report

第2500地区第6分区・帯広南ロータリークラブ

■帯広5RCクラブ出席率 　12月
帯　広ＲＣ
帯広北ＲＣ
帯広南ＲＣ

 70.0％
 57.5％
 76.6％

帯広東ＲＣ
帯広西ＲＣ

■2500地区2025年　12月
　平均出席率      71.4％

■出席状況報告
　12月平均出席率　　76.6％

・例会日／月曜日
　12:30~13:30

・例会場／北海道ホテル
　帯広市西7条南19丁目
　・ 0155-21-0001

・事務所／
　帯広経済センタービル東館3F
　・ 0155-25-7347
　・ 0155-28-6033

https://www.obihirominami-rc.com

■ニコニコ献金
　3月23日  15,000円　　累計   634,000円  63.0％

 65.8％

２０２５‐２６年度国際ロータリー・テーマ

水 と 衛 生 月 間

例会
案内

月曜日　広尾RC：ホテルむらかみ（12:15）　
火曜日　芽室RC：めむろーど3Fレファレンスルーム（12:15）　帯広東RC：ホテル日航ノースランド帯広
水曜日　帯広RC：ホテル日航ノースランド帯広　上士幌RC：上士幌町商工会館（12:10）　音更RC：パピオ木野2Fコミュニティーホール

木曜日　足寄RC：足寄銀河ホール２F会議室（18:30）　清水RC：清水町中央公民館　帯広西RC：北海道ホテル
金曜日　帯広北RC：ホテル日航ノースランド帯広

■メークアップは同年以内　　　■例会欠席の場合はSAＡ又は幹事まで連絡お願い致します
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Weekly Report
第1489回例会3

2026 March
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2026年３月

インターシティミーティング（IM）

親子 3代共にロータリアン

手に手をつないで

米山奨学金はロータリーの宝

　特別講演は、2001 年にメキシコ人として
初めて、東京都の国際基督教大学（ICU）に
入学。
米山記念奨学金を受けた経験があり、現在は
東京広尾ロータリークラブの会員として、国
際奉仕プロジェクトなどの活動に取り組んで
いる。

「米山奨学金はロータリーの宝。奨学金を受
けたことで、人生や人との出会い、考え方が
変わった」
　また、ほかの私費外国人留学生も、中国や
ラオスなど、それぞれの国で弁護士や起業家
などの職に就いていると説明し「国を超えて、
未来につなげる粋が生まれている」と強調。
今でも学友として、国籍を超えた交流が
続いていると話した。
　

第 6代
よねやま親善大使
プーガ・パブロ氏

「人生に変化」

　　国際ロータリーミーティンガノ

　2025〜26 年度国際ロータリー第 2500 地区第 6分区のインターシティミーティング（IM＝都市連合会）が 28 日、帯広市内の北海道ホテルで開かれた。

　IM は会員相互の親睦や情報交換などを目的に開催され、「きずな〜受け継ぎ、育み、未来へ」をテーマに十勝管内から約 300 人が参加した。開会式後には、ゲストによる特別講演やパネルディスカッションが行われた。

　特別講演では、メキシコ出身の第 6代よねやま親善大便のプーガ・パブロ氏が登壇した。プーガ氏は 2001 年にメキシコ人として初めて、東京都の国際基督教大学（ICU）に入学。米山記念奨学金を受けた経験があり、現荏は東京広尾ロータリークラブの会員として、国際奉仕プロジェクトなどの活動に取り組んでいる。

　同奨学金は、日本で勉学や研究に励む私費外国人留学生に対し、全国のロータリー会員から募った寄付金を元に奨学金を支給する制度。プーガ氏は講演で「米山奨学金はロータリーの宝。奨学金を受けたことで、人生や人との出会い、考え方が変わった」と振り返った。

　また、ほかの私費外国人留学生も、中国やラオスなど、それぞれの国で弁護士や起業家などの職に就いていると説明し「国を超えて、未来につなげる粋が生まれている」と強調。今でも学友として、国籍を超えた交流が続いていると話した。

　ほかにも、同奨学金を受けたスリランカ出身のダクシカ・ノーニ


